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新年明けましておめでとうございます。本

年もどうぞよろしくお願い致します。

皆様には、ご家族の皆様ともども希望に満

ち溢れた新年をお迎えになられましたことと

心よりお慶びを申し上げます。本年も皆様に

とりまして、より幸せの多い年になりますよ

う心よりお祈り申し上げます。

今年も明るく元気に頑張っていくための、

私なりの「思い」を述べさせていただき、新

年のご挨拶に代えさせていただきたいと思い

ます。

私たちを取り巻く時代・環境は、経済・市

場のグローバル化の加速度的な進行に伴い、

大きく変化してきております。とくに、昨年

においては、原油高・原材料高による物価の

高騰、アメリカのサブプライムローンに端を

発した世界的金融危機の拡大、その影響によ

る日本経済の低迷と企業業績の落ち込み、中

小企業の倒産、そして雇用不安の増大と、先

行きが懸念される事象が次々と引き起こされ

てきております。

この世界的な金融危機は、「金融自由放任主

義」によるマネーゲームの終焉を意味するも

のであり、「お金でお金を稼ぐこと」、「お金を

儲けるためには何でもあり」ということが、

いつまでも続かないことを証明する事象であ

ることを強く認識しておかなければならない

と思います。

さて、このような大変厳しい状況の中で、

私たちは、2009年春闘に臨んでいくわけです

が、今次春闘は、「非正規労働者も含めて賃金

改善をはかり、そのことを生活の安定と消費

拡大につなげ、景気を回復させ、雇用状況の

改善と企業業績の回復につなげていく」とい

う構図をつくり上げるための闘争と位置づけ、

経営者の深い理解を強く求めながら、労働組

合の社会的役割をしっかりと果たしていきた

いと考えます。

また、今年は、第45回衆議院議員選挙が必

ず行われます。長すぎる政権の下では全員と

は言いませんが、既得権や利権や現行の待遇

を守ろうとするあまり、政治家も官僚も「変

化や変革」を嫌い、組織そのものが弾力性を

失い、空気も淀んでくるというのが一般的で

す。

高度成長期時代の日本が、「１億総中流」と

いわれたことが懐かしく思い起こされますが、

今や、生活における水準の二極化、あるいは

三極化が叫ばれる中、貧富の格差は拡大し、

派遣、パート労働者の契約打ち切り、新入社

員の内定取り消し、さらには、折角手に入れ

た夢のマイホームを手放さなければならない、

親が学費を払えなくなったために高校を中退
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せざるを得ない生徒が増えているなどなど、

世界第二位の経済大国にあるまじき深刻な現

象が次々と起こってきております。政府なら

びに与党は、個々人の政治的思惑から、方針

を一本にまとめることができず、これらの課

題解決と、より安心で豊かな国家づくりのた

めの取り組みを先送りしている現状にありま

す。このような現政権については、新しい政

権へ一日でも早い交代をはかり、大きく広が

りつつある社会不安の早期の解消に努めてい

かなければならないと考えるのは私だけでは

ないと思います。その意味で、今年は、政権

交代を果たすため極めて大事な年になります。

アメリカでは、「Change」を掲げて長い選

挙戦を制したオバマさんが新大統領に就任し、

いよいよその手腕の発揮に大きな期待がかか

るところです。オバマさんは選挙戦の演説の

中で、「Now is the time to change America

(今、まさにアメリカを変える時)」を何回も

何回も聴衆に向かって訴えかけていましたが、

その後で必ず、「We can keep the promise(相

手陣営と違い、私たちは、必ず約束を守る)」

ということを強調していたのが印象的でした。

今回のオバマさんの勝利は、「現状を変えて明

るい未来を創る」ことと、「約束は必ず守る」

ことに対して、アメリカ国民の心からの期待

が寄せられた結果によるものだと思います。

「変化・変革」と「約束を守る」。このこと

は、現在の日本の政治にも大きく望まれるこ

とであり、私たちを取り巻く現下の閉塞感を

打ち破り、明るい未来を切り開いていくため

に、それぞれの立場のリーダーとして、心し

なければならないことであると思います。

大統領の言葉と言えば、また、ケネディ元

大統領が、当時のソ連との間で起こった

「キューバ危機」を回避する時に言った言葉

を思い出します。

それは、「The problem men made, can be

solved by men(人間がつくり出した問題は、

人間によって必ず解決できる)」というもので

した。そして、その時の危機は両国の高度な

政治的判断のもと回避されました。

先に述べましたように、私たちを取り巻く

情勢の中には、解決すべき大変大きく難しい

課題が山積しておりますが、「家族との絆」や

「仲間との友情や協力」を一層大切にしなが

ら、「変化・変革の実現」、「約束の実行」、「人

間によってつくり出した問題は、人間によっ

て必ず解決できる」ということを心において、

「政権交代」と「より安心な生活・職場・社

会づくり」のための取り組みを、精一杯進め

て行きたいと考えます。

今年も明るく元気に頑張りましょう！

（英語の訳は筆者の意訳によります）
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